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　日本一高い富士山や日本一深い駿河湾など、変化に富んだ地形
と清らかな水に恵まれた静岡県は、農作物や水産物の品目数にお
いて全国トップクラス。この豊かな食材を生産する県内の農山漁
村には、棚田や茶畑といった美しい風景に加えて、古くから伝わ
る文化や伝統が息づく地域それぞれの「宝（資源）」があります。
　
　「ふじのくに美しく品格のある邑」とは、地域の宝を大切に思
い、それを守り、次世代につなげていこうとする人々が集まって、
真摯に活動を行う理想の農山漁村として「ふじのくに美しく品格
のある邑づくり」連合が認定した地域（邑）です。平成24年度に
県内35市町の45地域が認定されたのを皮切りに、毎年登録数が
増え続け、令和2年2月現在で133地域が名を連ねています。
　
　「ふじのくに美しく品格のある邑」は、深い山々に囲まれた山間
地の集落から、周囲が市街地化された農園まで、その個性はさま
ざまです。
　周辺環境だけに留まらず、規模の大小、文化や歴史、特産品や
名物など、133の地域にはそれぞれに特徴があり、県全域で多彩
で多様な魅力を形成しています。
　
　また、そこで活躍する人々も魅力的です。自分たちの地域を愛
し、活動に誇りを持つ人たちの自信に満ちた姿は、訪れる人に
とって、忘れられない「美しい思い出」となるはずです。
　
　「ふじのくに美しく品格のある邑」の詳しい情報は連合のホー
ムページにあります。魅力的な場所、地域の特産品、参加できる
イベント情報なども掲載されているので、まずは気になる邑を訪
ねてみましょう。
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美しく品格のある邑って?
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松
崎
の
早
春
。
那
賀
川
を
遡
っ
て

県
道
を
進
む
と
、
突
如
広
が
る
オ
レ
ン

ジ
色
の
絨
毯
に
、
パ
ッ
と
心
が
華
や
ぎ

ま
す
。
今
年
は
ひ
と
月
早
く
、
2
月
中

旬
か
ら
5
月
の
連
休
ま
で
見
ら
れ
る

「
田
ん
ぼ
を
つ
か
っ
た
花
畑
」
で
す
。

　

伊
豆
半
島
の
南
西
部
に
位
置
す
る

松
崎
町
は
、
西
伊
豆
で
は
最
も
平
地

が
多
く
、
広
大
な
田
園
が
開
け
た
那

賀
地
区
は
、
町
随
一
の
米
ど
こ
ろ
。
そ

の
農
閑
期
の
田
ん
ぼ
を
つ
か
っ
た
大
規

模
な
花
畑
は
、「
花
と
ロ
マ
ン
の
里
」

を
謳
う
町
が
平
成
12
年
に
始
め
た
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
町
の
事
情
で
昨
年

は
存
続
危
機
に
陥
っ
た
も
の
の
、「
絶

対
な
く
し
て
は
い
け
な
い
」
と
、
平
成

28
年
に
若
手
有
志
で
結
成
し
た
「
花

畑
実
行
委
員
会
」
が
事
業
を
継
承
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
地
域
の

寄
付
で
花
の
種
代
を
集
め
ま
し
た
。

端
山
智
充
会
長
は
、「
松
崎
を
好
き
な

人
た
ち
が
手
助
け
し
て
く
れ
た
」
と
感

慨
深
げ
に
話
し
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
が
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
み
ん
な
で
つ
く
る
、
み
ん
な
の

花
畑
」
。「
種
を
ま
く
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
農
業

者
に
種
の
撒
き
方
や
肥
料
の
や
り
方

な
ど
を
学
び
、
借
り
受
け
た
稲
刈
り

後
の
田
を
耕
し
、
み
ん
な
で
種
を
撒
き

ま
す
。
そ
ん
な
多
く
の
人
の
思
い
が
詰

ま
っ
た
種
は
、
約
３
万
㎡
の
田
で
美
し

い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
、
ア
フ
リ
カ
キ

ン
セ
ン
カ
な
ど
6
種
類
の
花
が
途
切
れ

る
こ
と
な
く
次
々
に
花
開
き
、
来
る
た

び
に
違
う
景
色
に
出
会
え
ま
す
。
特

に
、
3
月
末
〜
4
月
上
旬
は
、
那
賀
川

沿
い
の
約
６
㎞
、
約
１
２
０
０
本
の
桜

と
の
共
演
が
豪
華
絢
爛
。
こ
の
時
期

は
、
那
賀
川
の
花
見
舟
体
験
も
で
き

ま
す
。
無
料
で
花
摘
み
が
で
き
る
最

後
の
５
日
間
（
5
月
1
日
〜
5
日
）
も

オ
ス
ス
メ
で
す
。

むら
の
声
m

ura
 note file No

#01

　

も
う
一
つ
の
見
ど
こ
ろ
は
、
ユ
ニ
ー

ク
な
案
山
子
。
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
て

有
志
が
手
作
り
す
る
動
物
や
人
間
に

そ
っ
く
り
な
リ
ア
ル
案
山
子
は
、
来
場

者
に
笑
顔
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

早
春
の
伊
豆
は
花
の
名
所
が
点

在
。
今
年
、
河
津
桜
に
合
わ
せ
て
花
畑

の
早
期
開
催
を
発
案
し
た
田
中
道
源

副
会
長
は
、「
河
津
の
桜
、
南
伊
豆
の

桜
や
菜
の
花
、
松
崎
の
花
畑
と
、
伊
豆

が
花
で
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
い
い
で
す

ね
」
と
語
り
ま
す
。
一
方
で
、「
町
で

は
地
域
振
興
の
た
め
に
多
く
の
団
体

が
各
々
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
花
畑
が

み
ん
な
を
ま
と
め
て
く
れ
ま
し
た
」
と

端
山
会
長
。
邑
自
慢
の
花
畑
は
、
人
、

町
、
伊
豆
を
、
一
つ
に
つ
な
ぐ
拠
り
所

の
よ
う
で
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

種
代
を
募
り
、

み
ん
な
で
つ
く
る
花
畑
を
実
現

●車／東名高速沼津ICまたは新東名高
速長泉沼津ICから伊豆縦貫自動車道・国
道136号・県道15号線経由で約100分 
●電車・バス／東海バス松崎ターミナル
から伊豆急下田駅方面（バサラ峠経由）
行きバス（約４分）で「桜田」下車、徒歩
約3分 または 伊豆急行伊豆急下田駅か
ら松崎・堂ヶ島方面行きバス（約46分）で
「桜田」下車、徒歩約3分

那賀地区
なかちく

賀茂郡松崎町那賀171
（桜田より道売店） 人

々
の
絆
を
育
み

笑
顔
も
咲
か
す
み
ん
な
の
花
畑

⑦花見舟（写真⑦）
桜の開花時期には、那賀川で花見舟体験も開
催。

⑨人力車（写真⑨※点数多ければカットして
OK）
花畑内は通路がキレイに整備されているので、
人力車での観賞も可能。

⑩邑人の皆さん（写真⑩邑人１～４のどれか）
花畑実行委員会の端山智充会長（前列左）、田
中道源副会長（同右）と執行部の山本望さん
（後列右）、松崎町観光協会の清水里司さん
（同左）。今後は実業団駅伝チームの合宿誘致
など、花畑から新たな事業創出を目指していま
す。

EVENT info
田んぼをつかった花畑
●開催／2月中旬～5月5日
（終日開催）
●会場／松崎町那賀地区
●料金／花畑の見学は無料
●駐車場／臨時駐車場あり 
※花畑協力金（次回の花の種
代になります）として普通車
500円、大型車1,000円
●問合せ先／松崎花畑実行
委員会 
☎0558‐42‐0745（松崎町
観光協会内）

❶2月中旬から4月上旬に花開くのは、
オレンジ鮮やかなアフリカキンセンカ。
期間中は無料の足湯も開設されます。
❷3月末～4月上旬は、紫の姫金魚草と
那賀川沿いの桜が可憐に共演。
❸4月中旬以降は、キュートな矢車草と
ひなげしが咲き5月に入るとこいのぼり
も泳ぎます。　❹5月1～5日までは無
料で花が摘み放題に！会場では花が長
持ちするエコゼリーも販売しているの
で、元気なまま持ち帰れます。 ❹

❸

❷

❶
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深
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ン
は
「
み
ん
な
で
つ
く
る
、
み
ん
な
の

花
畑
」
。「
種
を
ま
く
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
農
業

者
に
種
の
撒
き
方
や
肥
料
の
や
り
方

な
ど
を
学
び
、
借
り
受
け
た
稲
刈
り

後
の
田
を
耕
し
、
み
ん
な
で
種
を
撒
き

ま
す
。
そ
ん
な
多
く
の
人
の
思
い
が
詰

ま
っ
た
種
は
、
約
３
万
㎡
の
田
で
美
し

い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
、
ア
フ
リ
カ
キ

ン
セ
ン
カ
な
ど
6
種
類
の
花
が
途
切
れ

る
こ
と
な
く
次
々
に
花
開
き
、
来
る
た

び
に
違
う
景
色
に
出
会
え
ま
す
。
特

に
、
3
月
末
〜
4
月
上
旬
は
、
那
賀
川

沿
い
の
約
６
㎞
、
約
１
２
０
０
本
の
桜

と
の
共
演
が
豪
華
絢
爛
。
こ
の
時
期

は
、
那
賀
川
の
花
見
舟
体
験
も
で
き

ま
す
。
無
料
で
花
摘
み
が
で
き
る
最

後
の
５
日
間
（
5
月
1
日
〜
5
日
）
も

オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
見
ど
こ
ろ
は
、
ユ
ニ
ー

ク
な
案
山
子
。
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
て

有
志
が
手
作
り
す
る
動
物
や
人
間
に

そ
っ
く
り
な
リ
ア
ル
案
山
子
は
、
来
場

者
に
笑
顔
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

早
春
の
伊
豆
は
花
の
名
所
が
点

在
。
今
年
、
河
津
桜
に
合
わ
せ
て
花
畑

の
早
期
開
催
を
発
案
し
た
田
中
道
源

副
会
長
は
、「
河
津
の
桜
、
南
伊
豆
の

桜
や
菜
の
花
、
松
崎
の
花
畑
と
、
伊
豆

が
花
で
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
い
い
で
す

ね
」
と
語
り
ま
す
。
一
方
で
、「
町
で

は
地
域
振
興
の
た
め
に
多
く
の
団
体

が
各
々
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
花
畑
が

み
ん
な
を
ま
と
め
て
く
れ
ま
し
た
」
と

端
山
会
長
。
邑
自
慢
の
花
畑
は
、
人
、

町
、
伊
豆
を
、
一
つ
に
つ
な
ぐ
拠
り
所

の
よ
う
で
す
。

❶

県道15号線沿い、花畑イベント会場に隣接する
地場産物の直売所「桜田より道売店」。地元農
家が栽培した採れたて野菜や柑橘類をはじめ、手
作りの赤飯、まんじゅうなどの加工品を販売。邑人
の台所にもなっている。他にも松崎ブランド認定
の桜葉餅やはんぺんなどの名産品、手作り雑貨
もあるので、お土産探しにぜひ立ち寄ってみて。
●住所／松崎町那賀171 
●問合せ／☎0558-43-1900
●営業時間／8：00～16：00　
●定休日／12月31日～1月7日

松崎ブランド認定の桜葉餅
やはんぺんなども販売。

隣接する直売所のご主人が私田に
飾った大牛をきっかけに始まった
リアル案山子の設置。人間も動物
も、本物と間違えてしまいそう。

桜の開花時期に
は、那賀川で花見
舟体験も開催。

邑びと
メッセ

ージ

ぜひ、松崎の花畑を
見に来て、伊豆で
花の旅を楽しんで！
自分自身も感じるのです
が、来訪客にはよく「松
崎は、なぜかわからない
けど、風というか、良い雰
囲気を感じて落ち着く」
と言われます。初めて花
畑を訪れる方にも、そうい
う松崎の風景や自然の
音、お客さんを迎える邑
人の思いを感じて、松崎
をさらに好きになってほ
しいです。とにかく、自慢
の花畑をぜひ見に来てく
ださい！そして、春は伊豆
で花の旅を楽しんでくだ
さい。

端山 智充さん
松崎町の漁師の家に生まれ
育ち、現在はさつま揚げ店を
営む。魚の旨みと歯ごたえが
自慢のさつま揚げは、本場・
鹿児島産をしのぐと評判。仕
事の傍ら、松崎町観光協会
副会長・花畑実行委員会会
長として花畑活動に尽力。

「種をまく人プロジェ
クト」で種まきに精を
出す皆さん。昨年は
台風の影響で延期
が続いたものの、約
80名が参加。

桜・GWの時期に
花畑に出店する
売店で販売（直
売所では販売し
ていません）

買いに きて!
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富
士
山
の
西
麓
、
朝
霧
高
原
の
南

部
に
広
が
る
猪
之
頭
地
区
。
芝
川
の

源
を
有
し
、
霊
峰
の
伏
流
水
が
あ
ふ

れ
る
湧
水
の
里
で
す
。
清
涼
な
水
は
、

富
士
宮
市
が
全
国
に
誇
る
養
殖
ニ
ジ

マ
ス
の
ほ
か
、
ワ
サ
ビ
や
皇
室
献
上
米

に
も
な
っ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
、
上
質

な
農
水
産
物
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

他
方
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

が
深
刻
に
な
る
中
、
邑
で
は
猪
之
頭
振

興
協
議
会
を
発
足
（
昨
年
N
P
O
法

人
に
認
可
）
。「
五
感
d
e
ヒ
ー
リ
ン

グ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、『
水
・

食
・
自
然
な
ど
の
観
光
資
源
・
も
て
な

し
の
心
』
を
結
び
付
け
た
ブ
ラ
ン
ド
を

創
出
し
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
「
食
」
で
は
２
つ
の
在
来
種

に
着
目
。
茹
で
る
の
が
一
般
的
な
金
時

落
花
生
は
斬
新
な
ピ
ク
ル
ス
と
し
て
商

品
化
し
、
絶
滅
危
機
に
あ
っ
た
ク
レ
ソ

ン
は
清
流
で
保
存
栽
培
を
開
始
。
新

規
農
産
物
と
し
て
導
入
し
た
エ
デ
ィ

ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
と
と
も
に
、
新
た
な
特

産
品
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
然
資
源
」
で
は
、
山
々
の
整
備

で
出
た
放
置
間
伐
材
を
使
い
、
薪
の
生

産
に
着
手
。
地
元
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
産
業
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
「
観
光
資
源
」
で
も
、
田
貫
湖
や
小

田
貫
湿
原
な
ど
、
風
光
明
媚
な
名
所

が
点
在
。
中
で
も
陣
馬
の
滝
は
、
小
規

模
な
が
ら
素
朴
で
美
し
い
隠
れ
た
名

瀑
で
す
。

　

と
は
い
え
、一
番
の
自
慢
は
や
は
り

富
士
の
恵
み
と

も
て
な
し
の
心
あ
ふ
れ
る

癒
し
の
里

む
ら
の
声
mu

ra note file No

#02

水
・
食
・
自
然

邑
の
宝
を
再
発
見
し
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
注
力

霊
峰
富
士
。
そ
の
真
西
に
あ
る
邑
だ
か

ら
こ
そ
見
ら
れ
る
、
朝
日
を
山
頂
に
戴

く
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
は
圧
巻
で
す
。

4
月
と
9
月
の
二
度
の
機
会
が
あ
り

ま
す
が
、
4
月
は
田
植
え
前
の
水
田
に

逆
さ
富
士
が
映
え
、
ダ
ブ
ル
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
は
ま
さ
に
絶
景
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
資
源
を
活
用
し
、

邑
で
は
様
々
な
企
画
で
魅
力
を
発
信
。

地
元
キ
ャ
ン
プ
場
や
自
然
学
校
と
連

携
し
て
行
う
「
わ
く
わ
く
里
山
体
験
」

で
は
、
猟
師
と
共
に
森
の
命
を
学
ん
だ

り
、
親
子
で
地
場
食
材
の
料
理
に
挑

戦
し
た
り
。
工
夫
を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
学
び
と
発
見
、
楽
し
み
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

富士宮市猪之頭215-1（井之頭区民館）

●車／新東名高速新富士ICまたは東名高速富士
ICから約30～35分
●電車・バス／JR身延線富士宮駅から富士急静岡
バス猪の頭行き「猪の頭小学校前」下車、徒歩1分

五感で癒される
湧水の里
いのかしら
ごかんでいやされるゆうすいのさと いのかしら

一
方
、
今
最
も
注
力
し
て
い
る
の
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
で
す
。
昨
年
は
2

回
、
清
水
に
寄
港
す
る
豪
華
ク
ル
ー
ズ

船
の
乗
客
を
呼
び
込
み
、
養
鱒
場
見

学
や
ワ
サ
ビ
擦
り
、
地
場
料
理
の
試

食
な
ど
の
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
。
数

年
前
か
ら
地
区
の
小
学
生
を
対
象
に

無
料
英
会
話
教
室
も
開
い
て
お
り
、い

ず
れ
は
子
ど
も
た
ち
と
外
国
人
観
光

客
の
交
流
へ
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
く
て
も
魅
力
満
載
の
猪
之
頭

の
里
。
今
後
、
世
界
の
人
々
が
訪
れ
る

ヒ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
そ
う
な

予
感
が
し
ま
す
。

水田に映るダブルダイヤモンド富士（逆
さ富士）は、4月の田植え前に見られる絶
景。夕焼けに染まる赤富士も見事です。
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「
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」

で
は
、
猟
師
と
共
に
森
の
命
を
学
ん
だ

り
、
親
子
で
地
場
食
材
の
料
理
に
挑

戦
し
た
り
。
工
夫
を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
学
び
と
発
見
、
楽
し
み
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

心身を癒しに来てください！

一
方
、
今
最
も
注
力
し
て
い
る
の
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
で
す
。
昨
年
は
2

回
、
清
水
に
寄
港
す
る
豪
華
ク
ル
ー
ズ

船
の
乗
客
を
呼
び
込
み
、
養
鱒
場
見

学
や
ワ
サ
ビ
擦
り
、
地
場
料
理
の
試

食
な
ど
の
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
。
数

年
前
か
ら
地
区
の
小
学
生
を
対
象
に

無
料
英
会
話
教
室
も
開
い
て
お
り
、い

ず
れ
は
子
ど
も
た
ち
と
外
国
人
観
光

客
の
交
流
へ
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
く
て
も
魅
力
満
載
の
猪
之
頭

の
里
。
今
後
、
世
界
の
人
々
が
訪
れ
る

ヒ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
そ
う
な

予
感
が
し
ま
す
。

邑び
とメッ

セー
ジ

植松 政臣さん

富士宮市猪之頭で生まれ育つ。
中学卒業後に故郷を離れるも、
昭和50年に帰郷後、地元愛が
強くなり邑おこし活動に取り組
む。現在は猪之頭振興協議会
事務局長及びNPO法人猪之頭
振興協議会理事長を務める。

猪之頭地区は、富士山を含め
て自然が非常に豊かなところ。
キレイな湧水で作られる米やワ
サビ、ニジマスなど様々な生産
物がありますし、昔からの気質
で邑びとに「もてなしの心」が
残っています。「五感deヒーリ
ングいのかしら」のスローガン
の通り、癒しができる地域だと
思うので、ぜひそれを体感して
みてください。おすすめシーズ
ンは秋ですが、初夏も深緑が
キレイですよ。

買い
に

 きて
!

❺「五感deヒーリング」のシンボルマーク
❻大型クルーズ船の外国人観光客に向けた
ツアーも実施。今、ヨーロッパでも流行して
いるワサビの説明には、みんな興味津々。
❼川で保存栽培する在来種のクレソンは、
風味が良いと評判。新たな販路獲得に奔走
中です。
❽東京のレストラン「フローラ・ディ・マー
レ」と「一社一村しずおか運動」により連
携。地元出身の総料理長による地場食材を
使ったフレンチ実演会も開催。
❾逆さ富士の景観スポットでもある田貫
湖。美しい景観を保つため、邑では田貫湖
や河川の整備清掃も行っています。

❻

❶

❷

❹❸

❽

❾

猪之頭ピクルス（金時落花生）
小粒ながらもコクがある在来種の金時落花生を、斬新なピク
ルスにした新商品。10月～2月までの期間限定販売ですが、
特に若年層に人気があり、おつまみにもオススメです。現在、
加工は専門業者に委託していますが、いずれは6次産業化を
目指しています。
●販売場所：ふもとっぱら（富士宮市麓156）／朝霧高原オー
トキャンプ場（富士宮市猪之頭2071）／まかいの牧場（富士
宮市市野1327-1）
●販売期間：10月～2月頃  ●価格：1袋380円（税込）

EVENT info
陣馬の滝祭り

●開催／毎年８月中～下旬の日曜
●時間／10：00～14：00
●会場／陣馬の滝周辺
※問合せ：猪之頭振興協議会
☎0544-66-0790

わいわい市
●開催／毎週木・日曜
●時間／8：30～11：00
●会場／井之頭小学校の南側、
県道414号線沿い
●内容／地場産の農作物や加工
品の販売など
https://www.facebook.com
/inokasirawaiwaimarket

❸❹「わくわく里山体験」
では、「森の命を学ぶ」「親
子クッキング」「森の癒し」
など、様々なプログラムを
企画。風土の学習、森の散
策、テーマ別の手作り体
験、地場食材の昼食と、内
容も盛りだくさん。

❶❷「陣馬の滝」は、源頼
朝が富士の巻狩りの際、こ
の近くに一夜の陣を敷い
たことが名の由来。清水と
緑のマイナスイオンがたっ
ぷりで癒されます。毎年8
月の「陣馬の滝祭り」で
は、小学生対象のニジマス
つかみ取りや井之頭小学
生の和太鼓演奏、露店や
ワサビ擦り体験なども行
われ、大にぎわい。

現猪之頭区長の佐
野順一さん。猪之
頭振興協議会会長
及び同NPO法人理
事も兼務し、強い
地域愛で活性化に
尽力しています。

❼
❺
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静
岡
県
西
部
の
中
山
間
地
に
あ
る

森
町
は
„
遠
州
の
小
京
都
“
と
呼
ば

れ
、
歴
史
と
自
然
が
残
る
豊
か
な
場

所
。
そ
の
南
端
に
一
宮
地
区
は
あ
り
ま

す
。
小
國
神
社
の
御
神
域
で
あ
る
古

代
の
森
か
ら
流
れ
る
水
が
一
宮
川
に
な

り
、
そ
の
両
側
に
は
豊
か
な
水
田
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
高
齢

化
の
影
響
も
あ
っ
て
遊
休
農
地
が
目

立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
農
業
の
衰
退
は

喫
緊
の
課
題
で
す
ね
」
と
、
一
宮
の
水

と
環
境
を
守
る
会
副
会
長
の
加
藤
修

さ
ん
は
話
し
ま
す
。
会
は
、
一
宮
地
区

の
共
同
活
動
を
通
し
て
、
農
業
と
農

村
環
境
の
保
全
を
目
的
に
、
農
家
や

自
営
業
な
ど
が
集
ま
っ
て
平
成
20
年

に
発
足
。
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
を
使
っ
て
の

遊
休
農
地
の
解
消
を
は
じ
め
、
農
業

用
水
の
泥
上
げ
や
農
道
の
草
刈
り
、

た
め
池
の
点
検
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
平
成
23
年
に
は
、
再
生
し
た

遊
休
農
地
を
一
般
市
民
に
開
放
し
、
農

業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
う
「
一
宮

ふ
れ
あ
い
農
園
」
を
ス
タ
ー
ト
。
54
区

画
あ
る
30
〜
70
㎡
の
農
地
を
格
安
で

借
り
ら
れ
る
と
、
森
町
だ
け
で
な

く
、
お
隣
の
袋
井
市
や
掛
川
市
な
ど

か
ら
も
借
り
手
が
来
る
ほ
ど
に
。
農

業
を
す
る
の
は
初
め
て
と
い
う
人
に

は
、
農
家
に
よ
る
丁
寧
な
指
導
が
あ

る
こ
と
も
好
評
で
す
。
ま
た
、
農
機

具
を
持
た
な
い
兼
業
農
家
の
た
め

に
、
耕
う
ん
機
や
草
刈
り
機
な
ど
の

レ
ン
タ
ル
を
行
い
、
農
地
の
荒
廃
を

未
然
に
防
い
で
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
も

積
極
的
で
、
幼
稚
園
児
と
一
緒
に
森

町
の
名
産
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

お
米
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
栽
培
。
収

む
ら
の
声
mu

ra note file No

#03

穫
し
た
お
米
は
お
じ
い
さ
ん
と
幼
稚

園
児
が
一
緒
に
な
っ
て
餅
つ
き
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
他
に
も
、
水
田
や

た
め
池
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
静
岡
大

学
の
加
藤
英
明
博
士
を
講
師
に
招
い

た
生
き
も
の
調
査
は
、
地
元
小
学
生

の
人
気
イ
ベ
ン
ト
。
フ
ナ
や
ド
ジ
ョ

ウ
、
ス
ッ
ポ
ン
な
ど
を
捕
ま
え
、
自
分

た
ち
が
暮
ら
す
地
区
に
豊
か
な
自
然

が
あ
る
こ
と
を
体
験
。
7
年
前
か
ら

は
県
道
に
コ
ス
モ
ス
を
植
え
る
活
動

も
始
め
、
秋
に
は
満
開
の
コ
ス
モ
ス
が

道
行
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。
派
手
な
イ
ベ
ン
ト
は
な
い
け
れ

ど
、
一
宮
の
暮
ら
し
に
な
じ
ん
だ
取
組

だ
か
ら
こ
そ
、
今
後
も
長
く
続
い
て

い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

貸
農
園
や
収
穫
体
験

生
き
も
の
調
査
を
通
じ
て

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
！

●車／東名高速袋井ICから約20分、新東名高
速遠州森町スマートICから約６分、森掛川ICか
ら約10分 
●電車／天竜浜名湖鉄道遠江一宮駅下車

一の宮の里
いちのみやのさと

周智郡森町一宮3956-1（小國神社）

遊休農地を有効活用
住民が一つになって
里山の風景を守る

EVENT info
小國神社 十二段舞楽

●開催／4月18日・19日
●会場／小國神社
●内容／国指定重要無形民俗文化財。五
穀豊穣や国家安泰を祈願し奉納され
る舞いに多くの人が訪れます。

一宮川沿いに水田が広がり、季節
の移ろいを感じるのどかな風景

むらのおと 07
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静
岡
県
西
部
の
中
山
間
地
に
あ
る

森
町
は
„
遠
州
の
小
京
都
“
と
呼
ば

れ
、
歴
史
と
自
然
が
残
る
豊
か
な
場

所
。
そ
の
南
端
に
一
宮
地
区
は
あ
り
ま

す
。
小
國
神
社
の
御
神
域
で
あ
る
古

代
の
森
か
ら
流
れ
る
水
が
一
宮
川
に
な

り
、
そ
の
両
側
に
は
豊
か
な
水
田
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
高
齢

化
の
影
響
も
あ
っ
て
遊
休
農
地
が
目

立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
農
業
の
衰
退
は

喫
緊
の
課
題
で
す
ね
」
と
、
一
宮
の
水

と
環
境
を
守
る
会
副
会
長
の
加
藤
修

さ
ん
は
話
し
ま
す
。
会
は
、
一
宮
地
区

の
共
同
活
動
を
通
し
て
、
農
業
と
農

村
環
境
の
保
全
を
目
的
に
、
農
家
や

自
営
業
な
ど
が
集
ま
っ
て
平
成
20
年

に
発
足
。
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
を
使
っ
て
の

遊
休
農
地
の
解
消
を
は
じ
め
、
農
業

用
水
の
泥
上
げ
や
農
道
の
草
刈
り
、

た
め
池
の
点
検
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
平
成
23
年
に
は
、
再
生
し
た

遊
休
農
地
を
一
般
市
民
に
開
放
し
、
農

業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
う
「
一
宮

ふ
れ
あ
い
農
園
」
を
ス
タ
ー
ト
。
54
区

画
あ
る
30
〜
70
㎡
の
農
地
を
格
安
で

借
り
ら
れ
る
と
、
森
町
だ
け
で
な

く
、
お
隣
の
袋
井
市
や
掛
川
市
な
ど

か
ら
も
借
り
手
が
来
る
ほ
ど
に
。
農

業
を
す
る
の
は
初
め
て
と
い
う
人
に

は
、
農
家
に
よ
る
丁
寧
な
指
導
が
あ

る
こ
と
も
好
評
で
す
。
ま
た
、
農
機

具
を
持
た
な
い
兼
業
農
家
の
た
め

に
、
耕
う
ん
機
や
草
刈
り
機
な
ど
の

レ
ン
タ
ル
を
行
い
、
農
地
の
荒
廃
を

未
然
に
防
い
で
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
も

積
極
的
で
、
幼
稚
園
児
と
一
緒
に
森

町
の
名
産
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

お
米
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
栽
培
。
収

穫
し
た
お
米
は
お
じ
い
さ
ん
と
幼
稚

園
児
が
一
緒
に
な
っ
て
餅
つ
き
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
他
に
も
、
水
田
や

た
め
池
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
静
岡
大

学
の
加
藤
英
明
博
士
を
講
師
に
招
い

た
生
き
も
の
調
査
は
、
地
元
小
学
生

の
人
気
イ
ベ
ン
ト
。
フ
ナ
や
ド
ジ
ョ

ウ
、
ス
ッ
ポ
ン
な
ど
を
捕
ま
え
、
自
分

た
ち
が
暮
ら
す
地
区
に
豊
か
な
自
然

が
あ
る
こ
と
を
体
験
。
7
年
前
か
ら

は
県
道
に
コ
ス
モ
ス
を
植
え
る
活
動

も
始
め
、
秋
に
は
満
開
の
コ
ス
モ
ス
が

道
行
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。
派
手
な
イ
ベ
ン
ト
は
な
い
け
れ

ど
、
一
宮
の
暮
ら
し
に
な
じ
ん
だ
取
組

だ
か
ら
こ
そ
、
今
後
も
長
く
続
い
て

い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

❶環境調査と学習を目的
に、地元小学生と生きも
の調査。フナやシジミ、メ
ダカ、ホウネンエビなど、
多様な生きものを発見。
大学博士やさかなクンを
招いた特別講演も実施。
❷森町漁協にも手伝って
もらい、5cmほどに成長
したアマゴの稚魚を一宮
川に放流。

邑びと
メッセ

ージ

加藤 修さん

自然や伝統芸能が彩る
小國神社がおすすめ

森町生まれ。地
区の部農会とし
て「一宮の水と
環境を守る会」
設立に参加。現
在は副会長を務
める。会のイベン
トには二人のお
孫さんも参加。

買いに きて!

コンビニエンスストアに併設された
森町の物産販売施設「宮の市」。
地域で採れた新鮮野菜やお惣菜
をはじめ、地元米「一宮米」、特産
のトウモロコシ、お茶、上品な味わ
いのクラウンメロンなどを販売。
●宮の市（ファミリーマート森町宮
の市店）
周智郡森町一宮1260-1　
24時間営業（定休日なし）

1450年以上の歴史がある小國神社
は、春は桜、初夏の花菖蒲、秋は紅
葉など、一年を通じて心癒される場
所。地元のお茶や特産品を味わえる
「ことまち横丁」もおすすめです。
京都から伝わったとされる十二段舞
楽や、江戸時代から続く秋祭りも必
見。新東名高速の遠州森町パーキン
グにはスマートインターがあるの
で、気軽に遊びに来てください。

❶

❷

❸

❻

❹

❺

❸遊休農地を解消し、再利用した貸農園。
大根やレタス、花など、市民が自由に栽培を
行えます。　
❹草が生えて荒れ果てた農地をショベル
カーやトラクターを使い整備。農地として再
利用する他、栗などの樹木を植えています。
❺農地の保全管理を目的にメンバーが集ま
り、水路の清掃、水田に水を送る設備やポン
プ場などを点検。必要があれば改修も行い
ます。
❻視察で訪れたコスモス畑に感動し、県道
沿いにコスモスを咲かせました。

幼稚園児と一緒にトウモ
ロコシ栽培や米作りを実
施。泥だらけになったり、
コンバインに乗ったり、園
児は大興奮。遊びながら
地域の特産を学びます。

08



　
浜
松
市
天
竜
区
、
船
明
ダ
ム
の
上
流

域
に
あ
た
る
山
間
地
域
は
、
か
つ
て
林

業
で
栄
え
た
土
地
で
す
。
し
か
し
、
近

年
は
住
民
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
っ
て

寒
村
化
が
進
み
、
地
域
の
賑
わ
い
も
色

あ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況

に
光
を
灯
し
た
の
は
、
バ
ラ
科
の
低
木
、

花
桃
で
す
。
浜
北
で
花
卉
栽
培
を
営
む

人
が
昭
和
期
に
集
落
を
訪
れ
、
花
桃
の

苗
を
植
え
る
と
見
事
に
根
付
き
、
今
で

は
全
戸
の
庭
先
で
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲

か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
以
来
、

周
辺
地
域
は
、
花
桃
の
里
と
し
て
結
束

し
、
平
成
13
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の

駅
に
も
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
天
竜
美
林
に
囲
ま
れ
た
「
道
の
駅 

花

桃
の
里
」
は
、
眼
前
に
船
明
ダ
ム
湖
が

広
が
り
、
そ
の
湖
面
で
は
「
夢
の
か
け

橋
」
が
美
し
い
ア
ー
チ
を
描
い
て
い
ま

す
。
周
辺
に
は
散
策
路
や
ボ
ー
ト
乗
り

場
も
整
備
さ
れ
、
夏
は
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ

ト
、
秋
は
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
観
光
客
に
人
気
な
の
は
、
風
光
明
媚

な
自
然
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
元

の
女
性
た
ち
が
丹
精
込
め
て
手
作
り
す

る
料
理
も
大
評
判
で
す
。
中
で
も
地
場

野
菜
を
じ
っ
く
り
煮
込
ん
だ
「
花
桃
カ

レ
ー
」
は
、
ス
パ
イ
シ
ー
で
あ
り
な
が
ら

野
菜
の
甘
み
が
溶
け
込
ん
だ
逸
品
。
麺

類
や
定
食
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
、
地
元
の

人
た
ち
の
食
堂
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
駅
内
に
は
地
場
の
野
菜
、
加
工

地
域
の
結
束
力
が
生
ん
だ

花
桃
の
華
や
ぎ
と

邑
の
活
気

む
ら
の
声
mu

ra note file No

#04

品
、
木
工
品
を
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
週
末
に
は
近
隣
か
ら
の
買
い
物

客
も
詰
め
掛
け
ま
す
。

　
同
駅
が
最
も
賑
わ
う
の
は
、
そ
よ
風

の
中
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
3
月
で

す
。
5
0
0
本
以
上
と
言
わ
れ
る
花
桃

が
一
斉
に
開
花
す
る
光
景
は
、
桃
源
郷

の
よ
う
に
華
や
か
で
、
山
間
の
楽
園
を

思
わ
せ
ま
す
。

　
同
駅
の
代
表
・
伊
藤
哲
夫
さ
ん
は
語

り
ま
す
。「
元
々
こ
の
地
域
の
人
た
ち
に

は
結
束
力
が
あ
り
ま
す
。
全
戸
の
庭
先

に
花
桃
が
植
え
ら
れ
た
背
景
に
も
、
そ

ん
な
風
土
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
こ
の
豊
か
な
地
域
を
守
る
た
め
に
、

草
刈
り
や
清
掃
活
動
を
続
け
な
が
ら
、

周
辺
の
美
観
保
全
や
活
性
化
に
努
め
て

い
き
た
い
で
す
ね
」
。

❶❷船明ダム湖に架かる「夢のかけ橋」。徒歩専用
橋で対岸まで約500m。橋上から眺める天竜美林
は必見です。「道の駅 花桃の里」は、夢のかけ橋の
すぐ脇。近くに市営のボート乗り場があります。
❸濃いピンク色が美しい花桃の花。菜の花とのコ
ラボレーションを楽しめるスポットもあります。

❶

❷

❸

EVENT info
花桃まつり

●開催／令和2年は
3月8日（日）～15日（日）
●時間／9:00～16:00
●会場／道の駅 天竜相津 花桃
の里
●内容／周辺の野山が濃いピン
ク色に染まる光景は必見。桜の
開花時期より早いため、春の訪
れをいち早く感じることができま
す。8日と15日は甘酒の無料
サービスあり（200食まで）。花
期は開花から約1カ月続きます。

自
然
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

魅
力
に
あ
ふ
れ
る
道
の
駅

　
静
謐
な
自
然
環
境
に
包
ま
れ
る
一
方

で
、
人
々
の
活
気
も
そ
こ
か
し
こ
に
溢
れ

る
花
桃
の
里
。
自
然
と
人
が
共
生
す
る

桃
源
郷
に
は
、
華
や
い
だ
雰
囲
気
が
立

ち
込
め
て
い
ま
す
。
ダ
ム
湖
に
架
か
る

「
夢
の
か
け
橋
」
を
眺
め
て
い
る
と
、
そ

の
ま
ま
明
る
い
未
来
ま
で
歩
い
て
い
け

る
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
す
。
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浜
松
市
天
竜
区
、
船
明
ダ
ム
の
上
流

域
に
あ
た
る
山
間
地
域
は
、
か
つ
て
林

業
で
栄
え
た
土
地
で
す
。
し
か
し
、
近

年
は
住
民
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
っ
て

寒
村
化
が
進
み
、
地
域
の
賑
わ
い
も
色

あ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況

に
光
を
灯
し
た
の
は
、
バ
ラ
科
の
低
木
、

花
桃
で
す
。
浜
北
で
花
卉
栽
培
を
営
む

人
が
昭
和
期
に
集
落
を
訪
れ
、
花
桃
の

苗
を
植
え
る
と
見
事
に
根
付
き
、
今
で

は
全
戸
の
庭
先
で
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲

か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
以
来
、

周
辺
地
域
は
、
花
桃
の
里
と
し
て
結
束

し
、
平
成
13
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の

駅
に
も
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
天
竜
美
林
に
囲
ま
れ
た
「
道
の
駅 

花

桃
の
里
」
は
、
眼
前
に
船
明
ダ
ム
湖
が

広
が
り
、
そ
の
湖
面
で
は
「
夢
の
か
け

橋
」
が
美
し
い
ア
ー
チ
を
描
い
て
い
ま

す
。
周
辺
に
は
散
策
路
や
ボ
ー
ト
乗
り

場
も
整
備
さ
れ
、
夏
は
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ

ト
、
秋
は
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
観
光
客
に
人
気
な
の
は
、
風
光
明
媚

な
自
然
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
元

の
女
性
た
ち
が
丹
精
込
め
て
手
作
り
す

る
料
理
も
大
評
判
で
す
。
中
で
も
地
場

野
菜
を
じ
っ
く
り
煮
込
ん
だ
「
花
桃
カ

レ
ー
」
は
、
ス
パ
イ
シ
ー
で
あ
り
な
が
ら

野
菜
の
甘
み
が
溶
け
込
ん
だ
逸
品
。
麺

類
や
定
食
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
、
地
元
の

人
た
ち
の
食
堂
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
駅
内
に
は
地
場
の
野
菜
、
加
工

品
、
木
工
品
を
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
週
末
に
は
近
隣
か
ら
の
買
い
物

客
も
詰
め
掛
け
ま
す
。

　
同
駅
が
最
も
賑
わ
う
の
は
、
そ
よ
風

の
中
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
3
月
で

す
。
5
0
0
本
以
上
と
言
わ
れ
る
花
桃

が
一
斉
に
開
花
す
る
光
景
は
、
桃
源
郷

の
よ
う
に
華
や
か
で
、
山
間
の
楽
園
を

思
わ
せ
ま
す
。

　
同
駅
の
代
表
・
伊
藤
哲
夫
さ
ん
は
語

り
ま
す
。「
元
々
こ
の
地
域
の
人
た
ち
に

は
結
束
力
が
あ
り
ま
す
。
全
戸
の
庭
先

に
花
桃
が
植
え
ら
れ
た
背
景
に
も
、
そ

ん
な
風
土
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
こ
の
豊
か
な
地
域
を
守
る
た
め
に
、

草
刈
り
や
清
掃
活
動
を
続
け
な
が
ら
、

周
辺
の
美
観
保
全
や
活
性
化
に
努
め
て

い
き
た
い
で
す
ね
」
。

若い人にこそ
知ってほしい
この邑の魅力

邑びと
メッセ

ージ

❹❺地場産品の販売コーナー。野菜、
加工品、民芸品などが並んでいます。
❻食堂の一番人気「花桃カレー」680
円（税込）。これを目当てに立ち寄る
人もいます。
❼春限定（3月初旬～5月の連休頃ま
で）の「花桃まんじゅう」は売り切れ
ごめんの人気商品。1個150円、3個
セット450円（ともに税込）。
❽食堂のメニュー札。料理はどれも安
くておいしいと評判。平日ランチも大
人気。

手作り饅頭は隠れた名物。素朴
なおいしさはプロには出せない
味。饅頭好きを自認する人は必
食です。「小麦」「みそ」「こし餡」
「つぶ餡」などの種類があり。ど
れも生地の旨味が絶品。価格は
みそ120円（税込）など。

旧佐久間町出身。6
歳の時に大川地区に
移住。会社員を経
て、現在は（株）花桃
の里取締役。事務局
の広報担当も兼務し
ながら、地域の活性
化に向けて尽力。趣
味はギター。

藤本 正広さん

❶

　
静
謐
な
自
然
環
境
に
包
ま
れ
る
一
方

で
、
人
々
の
活
気
も
そ
こ
か
し
こ
に
溢
れ

る
花
桃
の
里
。
自
然
と
人
が
共
生
す
る

桃
源
郷
に
は
、
華
や
い
だ
雰
囲
気
が
立

ち
込
め
て
い
ま
す
。
ダ
ム
湖
に
架
か
る

「
夢
の
か
け
橋
」
を
眺
め
て
い
る
と
、
そ

の
ま
ま
明
る
い
未
来
ま
で
歩
い
て
い
け

る
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
す
。

花桃の里には、自然、
レジャー、食事など、
魅力的なコンテンツが
いっぱいあります。イ
ベントやミニコンサー
トも随時開催している
ので、気軽に遊びに来
てください。特に若い
人はぜひ！

浜松市天竜区大川31-10
（道の駅 天竜相津 花桃の里）
●新東名高速浜松浜北ICから国道152
号経由で約25分 
●電車・バス／遠州鉄道西鹿島駅から
自主運行バス北遠本線水窪町行き「相
津」下車、徒歩3分

花桃の里
はなもものさと

【道の駅 天竜相津 花桃の里】
☎053‐923‐2339
9：00～16：30（食堂は10：30～14：30
※土日祝は～15：00）　火曜休

食べに
 きて!

❹❺

❽

❻❼

10月
～3
月の
人気
商

品「
海老

芋の
串焼

き」
1本
30
0円
（税

込）
。毎
週日
曜日
の

みの
販売
です
。

10

むら
の声



　

浜
松
浜
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
阿
多
古
川
沿
い

を
車
で
４０
分
、
山
間
を
ひ
た
走
る
と
、

浜
松
市
天
竜
区
熊
（
く
ん
ま
）
の
「
道

の
駅
く
ん
ま
水
車
の
里
」
が
あ
り
ま

す
。
む
ら
の
女
性
た
ち
が
切
り
盛
り
す

る
ふ
る
さ
と
の
味
と
自
然
の
恵
み
が
詰

ま
っ
た
複
合
施
設
で
す
。
道
の
駅
に
は

そ
ば
が
人
気
の
食
事
処
、
地
元
産
の
農

産
物
か
ら
木
工
品
が
並
ぶ
物
産
館
、
そ

ば
打
ち
、
五
平
餅
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
手

づ
く
り
体
験
が
で
き
る
体
験
工
房
な
ど

６
つ
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

名
誉
駅
長
の
金
田
三
和
子
さ
ん
に
シ

ン
ボ
ル
の
水
車
を
案
内
し
て
も
ら
い
、

さ
ら
に
敷
地
の
奥
へ
進
む
と
、
味
噌
・

漬
け
物
加
工
施
設
で
は
、
麦
味
噌
づ
く

り
の
た
め
に
麦
を
蒸
す
湯
気
が
立
ち
上

り
、
白
衣
と
帽
子
姿
の
お
母
さ
ん
達
が

一
斉
に
麹
を
混
ぜ
込
む
作
業
の
真
っ
最

中
で
し
た
。

　

２
月
の
澄
ん
だ
青
空
の
下
、
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
の
至
る
と
こ
ろ
で
、
大
根
干
し

や
柚
子
皮
の
砂
糖
漬
け
、
五
平
餅
の
串

ま
で
天
日
干
し
し
て
い
る
風
景
が
見
ら

れ
、
あ
あ
、
こ
こ
で
は
本
当
に
何
も
か

も
地
元
産
に
こ
だ
わ
っ
て
お
日
様
の
恩

恵
を
受
け
て
手
づ
く
り
し
て
い
る
の
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

食
事
処
「
か
あ
さ
ん
の
店
」
で
お
昼
を

頂
き
ま
し
た
。
ま
ず
衝
撃
を
受
け
た
の

は
、
２
月
に
新
発
売
さ
れ
た
「
鹿
肉
お
茶

カ
レ
ー
」
で
す
。
天
竜
産
の
緑
茶
を
粉
に

し
て
混
ぜ
た
カ
レ
ー
は
濃
い
緑
色
が

キ
ョ
ー
レ
ツ
で
、
お
そ
る
お
そ
る
一
口
食

べ
る
と
、
な
ん
と
お
い
し
い
ー
！
ス
パ
イ

シ
ー
な
辛
さ
と
旨
み
が
混
ざ
り
合
い
、

鹿
肉
も
や
わ
ら
か
で
イ
ケ
ま
す
！

　

旅
行
者
や
林
道
ラ
イ
ダ
ー
に
人
気
な

の
は
一
日
３
食
限
定
の
熊
二
郎
！
そ
ば

３
人
前
に
天
ぷ
ら
と
大
根
お
ろ
し
の

ト
ッ
ピ
ン
グ
が
山
の
よ
う
に
そ
び
え
ま

す
。
２
０
１
６
年
に
天
竜
に
ク
マ
が
出
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
青
年
の
発
案
で
誕
生
し
た
メ
ニ
ュ
ー

で
、
シ
カ
も
ク
マ
も
地
域
の
課
題
を
恵

み
に
変
え
る
皆
さ
ん
の
プ
ラ
ス
思
考
の

発
想
と
商
品
開
発
力
に
は
、
明
る
さ
と

た
く
（
ん
）
ま
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

熊
か
あ
さ
ん
達
の
活
動
は
、
平
成
元

（
１
９
８
９
）
年
、
農
林
水
産
祭
む
ら
づ

く
り
部
門
で
天
皇
杯
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
あ
の
「
ふ
る
さ
と
創
成
事

業
」
と
重
な
り
、
当
時
は
日
本
一
の
む

ら
の
優
良
事
例
を
学
ぼ
う
と
、
視
察
だ

調
査
だ
取
材
だ
と
、
そ
れ
は
そ
れ
は
全

国
か
ら
大
挙
し
て
来
て
、
最
盛
期
は
売

り
上
げ
が
１
億
円
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

今
で
は
６
割
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
元

熊
の
宝
を
伝
え
た
い

獣
害
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
開
発

に
働
く
場
が
あ
る
、
活
躍
の
舞
台
が
あ
る

な
ん
て
何
よ
り
の
自
慢
で
す
ね
。

　

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
夢
未
来
く
ん
ま
」
は
２３
人
の

従
業
員
数
を
誇
り
、
女
性
は
２１
人
で
す
。

そ
の
歴
史
は
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
に
始

ま
っ
て
、
昭
和
６０
年
か
ら
は
農
産
物
加
工

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
郷
土
の
食

文
化
や
山
林
資
源
を
活
か
し
た
暮
ら
し

を
次
世
代
に
継
承
し
た
い
思
い
と
、
何
か

動
か
な
く
て
は
と
い
う
危
機
感
が
あ
り
ま

し
た
。
若
妻
だ
っ
た
主
要
メ
ン
バ
ー
の
多

く
が
今
７０
代
に
な
り
、
活
動
も
変
化
し
て

い
ま
す
。
道
の
駅
だ
け
で
な
く
、
独
居
の

お
年
寄
り
へ
の
夕
食
、
い
き
が
い
サ
ロ
ン

へ
の
配
食
な
ど
、
地
域
の
困
り
ご
と
を
補

う
し
あ
わ
せ
部
が
あ
り
、
福
祉
、
環
境
、

教
育
か
ら
都
市
農
村
交
流
イ
ベ
ン
ト
ま

で
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
む
ら
を
創
造
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

郷
土
の
発
信
拠
点
と
し
て
３５
年
続
く

功
績
は
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

住
む
人
が
そ
の
土
地
に
プ
ラ
イ
ド
を
持

ち
、
い
き
い
き
活
動
す
る
様
子
は
む
ら

の
魅
力
と
し
て
、
今
は
故
郷
を
離
れ
て
い

る
外
の
人
々
に
も
必
ず
伝
わ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

静
岡

県
ふじ
のくに美しく品格のある

邑
づ
く
り
推
進
委
員

小谷あゆみの
「むらレポ」
Vol.

お母さん達の舞台

小谷あゆみ

撮影：宮崎泰一

フリーアナウンサー／農業ジャーナリ
スト 野菜をつくるベジアナとして農あ
る暮らしの豊かさを提唱。全国の農村
を取材。ＮＨＫＥテレ「ハートネットTV
介護百人一首」司会、ブログ「ベジア
ナの野菜畑チャンネル」で食と農に関
わる情報を配信中。静岡県ふじのくに
美しく品格のある邑づくり推進委員

メンバーの
大平展子さんが
夫妻で営む

農家民宿「あそびや」。
薪のお風呂と料理体験に

いらっしゃ～い

たのしい
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浜
松
浜
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
阿
多
古
川
沿
い

を
車
で
４０
分
、
山
間
を
ひ
た
走
る
と
、

浜
松
市
天
竜
区
熊
（
く
ん
ま
）
の
「
道

の
駅
く
ん
ま
水
車
の
里
」
が
あ
り
ま

す
。
む
ら
の
女
性
た
ち
が
切
り
盛
り
す

る
ふ
る
さ
と
の
味
と
自
然
の
恵
み
が
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ま
っ
た
複
合
施
設
で
す
。
道
の
駅
に
は

そ
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が
人
気
の
食
事
処
、
地
元
産
の
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物
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工
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、
そ
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、
五
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、
こ
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に
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の
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づ
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体
験
が
で
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る
体
験
工
房
な
ど

６
つ
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

名
誉
駅
長
の
金
田
三
和
子
さ
ん
に
シ

ン
ボ
ル
の
水
車
を
案
内
し
て
も
ら
い
、

さ
ら
に
敷
地
の
奥
へ
進
む
と
、
味
噌
・

漬
け
物
加
工
施
設
で
は
、
麦
味
噌
づ
く

り
の
た
め
に
麦
を
蒸
す
湯
気
が
立
ち
上

り
、
白
衣
と
帽
子
姿
の
お
母
さ
ん
達
が

一
斉
に
麹
を
混
ぜ
込
む
作
業
の
真
っ
最

中
で
し
た
。

　

２
月
の
澄
ん
だ
青
空
の
下
、
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
の
至
る
と
こ
ろ
で
、
大
根
干
し

や
柚
子
皮
の
砂
糖
漬
け
、
五
平
餅
の
串

ま
で
天
日
干
し
し
て
い
る
風
景
が
見
ら

れ
、
あ
あ
、
こ
こ
で
は
本
当
に
何
も
か

も
地
元
産
に
こ
だ
わ
っ
て
お
日
様
の
恩

恵
を
受
け
て
手
づ
く
り
し
て
い
る
の
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

食
事
処
「
か
あ
さ
ん
の
店
」
で
お
昼
を

頂
き
ま
し
た
。
ま
ず
衝
撃
を
受
け
た
の

は
、
２
月
に
新
発
売
さ
れ
た
「
鹿
肉
お
茶

カ
レ
ー
」
で
す
。
天
竜
産
の
緑
茶
を
粉
に

し
て
混
ぜ
た
カ
レ
ー
は
濃
い
緑
色
が

キ
ョ
ー
レ
ツ
で
、
お
そ
る
お
そ
る
一
口
食

べ
る
と
、
な
ん
と
お
い
し
い
ー
！
ス
パ
イ

シ
ー
な
辛
さ
と
旨
み
が
混
ざ
り
合
い
、

鹿
肉
も
や
わ
ら
か
で
イ
ケ
ま
す
！

　

旅
行
者
や
林
道
ラ
イ
ダ
ー
に
人
気
な

の
は
一
日
３
食
限
定
の
熊
二
郎
！
そ
ば

３
人
前
に
天
ぷ
ら
と
大
根
お
ろ
し
の

ト
ッ
ピ
ン
グ
が
山
の
よ
う
に
そ
び
え
ま

す
。
２
０
１
６
年
に
天
竜
に
ク
マ
が
出
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
青
年
の
発
案
で
誕
生
し
た
メ
ニ
ュ
ー

で
、
シ
カ
も
ク
マ
も
地
域
の
課
題
を
恵

み
に
変
え
る
皆
さ
ん
の
プ
ラ
ス
思
考
の

発
想
と
商
品
開
発
力
に
は
、
明
る
さ
と

た
く
（
ん
）
ま
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

熊
か
あ
さ
ん
達
の
活
動
は
、
平
成
元

（
１
９
８
９
）
年
、
農
林
水
産
祭
む
ら
づ

く
り
部
門
で
天
皇
杯
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
あ
の
「
ふ
る
さ
と
創
成
事

業
」
と
重
な
り
、
当
時
は
日
本
一
の
む

ら
の
優
良
事
例
を
学
ぼ
う
と
、
視
察
だ

調
査
だ
取
材
だ
と
、
そ
れ
は
そ
れ
は
全

国
か
ら
大
挙
し
て
来
て
、
最
盛
期
は
売

り
上
げ
が
１
億
円
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

今
で
は
６
割
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
元

に
働
く
場
が
あ
る
、
活
躍
の
舞
台
が
あ
る

な
ん
て
何
よ
り
の
自
慢
で
す
ね
。

　

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
夢
未
来
く
ん
ま
」
は
２３
人
の

従
業
員
数
を
誇
り
、
女
性
は
２１
人
で
す
。

そ
の
歴
史
は
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
に
始

ま
っ
て
、
昭
和
６０
年
か
ら
は
農
産
物
加
工

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
郷
土
の
食

文
化
や
山
林
資
源
を
活
か
し
た
暮
ら
し

を
次
世
代
に
継
承
し
た
い
思
い
と
、
何
か

動
か
な
く
て
は
と
い
う
危
機
感
が
あ
り
ま

し
た
。
若
妻
だ
っ
た
主
要
メ
ン
バ
ー
の
多

く
が
今
７０
代
に
な
り
、
活
動
も
変
化
し
て

い
ま
す
。
道
の
駅
だ
け
で
な
く
、
独
居
の

お
年
寄
り
へ
の
夕
食
、
い
き
が
い
サ
ロ
ン

へ
の
配
食
な
ど
、
地
域
の
困
り
ご
と
を
補

う
し
あ
わ
せ
部
が
あ
り
、
福
祉
、
環
境
、

教
育
か
ら
都
市
農
村
交
流
イ
ベ
ン
ト
ま

で
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
む
ら
を
創
造
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

郷
土
の
発
信
拠
点
と
し
て
３５
年
続
く

功
績
は
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

住
む
人
が
そ
の
土
地
に
プ
ラ
イ
ド
を
持

ち
、
い
き
い
き
活
動
す
る
様
子
は
む
ら

の
魅
力
と
し
て
、
今
は
故
郷
を
離
れ
て
い

る
外
の
人
々
に
も
必
ず
伝
わ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

●車／新東名高速浜松浜北ＩCから
40分 
●電車・バス／遠州鉄道西鹿島駅から
自主運行バス阿多古線くんま水車の
里行き終点「くんま水車の里」下車
（所要約５０分）※自主運行バスは要
予約

夢未来くんま
ゆめみらいくんま

浜松市天竜区熊1976の1
（道の駅 くんま水車の里）

雇
用
23
人
の
一
大
組
織

お
か
あ
さ
ん
達
活
躍
の
舞
台

柚子皮の
砂糖漬け。
うちでとれた
柚子なのよ♪

甘過ぎず
おいしい。
買って帰り
た～い

加工施設では、
麦味噌づくりの
真っ最中

味噌、漬物、まんじゅうなど手づくりの
加工品にカレーも新発売

見た目を
裏切るおいしさ！

鹿肉お茶カレー

お一人様で
食べてください

１５００円
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普
段
の
農
村
体
験
で
は
中
山
間
地
域

で
の
暮
ら
し
の
工
夫
や
地
域
の
温
か
い
雰

囲
気
、
人
と
人
と
の
距
離
の
近
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
地
域
に
通
う
中
で
、

援
農
や
地
区
行
事
へ
の
参
加
だ
け
で
は
、

地
域
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
こ
と
は
限
ら

れ
て
い
る
と
い
う
事
実
、
高
齢
化
の
進
む

稲
子
で
、
一
人
暮
ら
し
で
日
常
的
に
人
と

接
す
る
機
会
の
少
な
い
お
年
寄
り
の
方

や
、
地
域
内
で
の
大
学
生
の
活
動
を
よ

く
知
ら
な
い
方
が
い
る
現
状
に
気
付
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
多
く
の
地

域
の
方
と
の
交
流
を
通
し
、
よ
り
地
域
の

課
題
や
魅
力
を
知
る
こ
と
、
少
し
で
も

生
活
の
中
に
刺
激
を
届
け
る
こ
と
を
目

指
し
「
静
大
✿
稲
子
だ
よ
り
」
を
製
作
し

て
い
ま
す
。

　
配
布
を
通
し
、
稲
子
内
で
も
、
日
照
時

間
の
違
い
か
ら
農
作
業
の
進
行
や
生
活

の
リ
ズ
ム
が
異
な
る
こ
と
、
獣
害
の
元
と

な
る
動
物
が
異
な
る
こ
と
な
ど
を
直
に

見
聞
き
し
、
中
山
間
地
域
と
い
っ
て
も
ひ

と
く
く
り
に
は
で
き
な
い
と
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、「
若
い
人
た
ち
が
来
て
く

れ
る
の
は
嬉
し
い
。
」
と
の
声
や
自
慢
の

お
庭
を
見
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
配
布
を

繰
り
返
す
度
に
地
域
の
方
と
打
ち
解

け
、
会
話
が
弾
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
に
よ
り
身
近
で
親
し
み
や

す
い
記
事
を
書
き
、
お
便
り
を
通
し
て

楽
し
さ
を
届
け
、
地
域
の
方
に
も
よ
り

地
域
の
こ
と
を
知
っ
て
地
域
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
「
静
大
✿
稲
子

だ
よ
り
」
の
配
布
を
継
続
し
て
い
き
た
い

で
す
。

地
域
と
学
生
を

繋
ぐ
お
便
り

「
静
大
✿
稲
子
だ
よ
り
」

一
軒
一
軒
、

手
渡
し
で
お
届
け
す
る

SH
IZUOK

A UNIVERSITY

稲子地区は、南北に走る稲子
川沿いに広がる農村集落で、
上稲子の棚田は、「柚野の棚
田群」として、「静岡県棚田等
十選」に登録されるなど、美し
い景観が広がっています。ま
た、地元有志により定住推進
委員会を組織するなど、移住
者受け入れにも積極的に取り
組んでいます。

柚野の里（稲子）
ゆののさと（いなこ）

　
稲
子
地
区
は
ど
こ
に
目
を
向
け
て

も
„
緑“
が
目
に
入
る
、
周
囲
を
山
で

囲
ま
れ
た
中
山
間
地
域
で
す
。
そ
こ

で
学
生
は
、
農
村
で
の
生
活
、
農
作
業

の
体
験
や
地
区
行
事
を
通
し
て
地
域

の
現
状
を
知
り
、
中
山
間
地
域
の
維

持
や
活
性
化
の
方
法
を
考
え
ま
す
。

私
た
ち
は
学
生
の
活
動
な
ど
を
掲
載

し
た
お
便
り
の
製
作
・
配
布
を
通
し

て
地
域
活
性
化
を
試
み
て
い
ま
す
。

●車／新東名高速新富士ICから
約35分、東名高速富士ICから約
40分 
●電車・バス／JR身延線稲子駅
から宮バス上稲子落合行き（宮
12）7分、「稲子小学校」下車

富士宮市上稲子830
（稲子小学校）

❸

文
：
西
口
佳
那
（
農
学
部
3
年
）

静岡大学農学部では「実践農

学演習」という授業で、地域

課題を解決する能力を育むた

め、現地でのフィールドワーク

を行っています。今回は柚野

の里（富士宮市）の稲子地区

での取り組みを紹介します。

フィールドワークレポート静岡大学

―交流を通して地域活性化を考える―

❶川が流れ、周囲
を山に囲まれる稲子
❷1月上旬の午後3
時頃、まもなく日が
沈みます!
❸静大✿稲子だよ
り第5号～第9号

皆で意見を出し
合いながら記
事の相談

「次のお便りも楽しみにしてるね。」の声が
嬉しいです!

地図を持ち、
全160世帯に
お便りを配
布中

❶

❷

むらのおと 13



ささま（島田市笹間地区）は、大井川の支流笹
間川の谷筋に点在する10集落からなる山間地
域。廃校となった旧笹間小学校の校舎を利用し
た「島田市山村都市交流センターささま」を中
心に、地域資源を活用した様 な々体験を提供
し、2年に一度開催される「ささま国際陶芸祭」
では、国内外から多くの人が訪れています。

　ささま（島田市笹間地区）は、大井川の支
流がゆったりと流れ、茶畑や山 に々囲まれた、
自然豊かなのんびりとした邑です。2011年から
「ささま国際陶芸祭」を始め、昨年で5回目を
迎えた陶芸の邑でもあります。

　現在、ささまには陶芸を学ぶため移住した
フランス人のジョセフィンさんが暮らしていま
す。彼女と話してみると、同じ外国人として、彼
女は心の底から日本、そしてささまのことが好
きなのだと感じました。どうしてでしょうか？
　彼女は、村の人たちと非常に良い人間関係
を築いていて、困ったときは助け合って、毎日
が充実しているように見えます。病気になった
時は、近所のおばあさんが薬やお粥を持って
きてくれて、看病までしてくれたそうです。私も含
め、外国人が海外で一人暮らしをするとなると
難しいこともたくさんあり、心細くなることもありま
す。家族のように親切に接してくれるささまの人
たちの優しさは、ジョセフィンさんをささまに惹
きつける重要なものの1つだと思いました。

　ささまにある食堂「ひなたぼっこ」では、運
営しているおかあさんたちが、注文した昼食以
外にも、揚げそば、みかん、お芋などたくさんの
おもてなしをしてくださいました。シンガポール
では基本的に、このようなことはないので、驚
きと感動で胸が熱くなりました。
　また食堂自体も手作り感にあふれ、温もり
が感じられる空間でした。切り株を丁寧に
割った小さな座椅子、知り合いのおじさんが
木を切って作ったというベンチ、近所の人々か
ら貰ったというインテリアや座布団が置かれ
ていました。
　シンガポール人の私としては、家具は「買
う」物だという感覚が強く、こうして集められ
た家具は、独特のぬくもりを感じましたし、何
より困った時は近所の人が手を差し伸べてく
れるという思いやりのある環境が素敵だと思
いました。

　今回の取材で、ささまがすっかり好きになり
ました。四季折々で変わる田園風景は美しい
し、何よりも相手を思いやる豊かな心を持って
いるささまの人 に々惹かれました。都会のシン
ガポールとは比べられないほど、人の温かさ
が感じられます。
　陶芸祭の時期に多くの外国人陶芸家を惹
きつけるのはそうした温かい人間関係と、と

むらのおとフォリナーズアイ

陶芸を学びに移住した
ジョセフィンさんと温かな人間関係

人情味あふれる食堂「ひなたぼっこ」

「豊かな心」を持つささま

島田市川根町笹間上394番地
（島田市山村都市交流センターささま）

●車／新東名高速島田金谷ICから約30km（約40分）
●電車・バス／大井川鐡道「川根温泉笹間渡駅」下車、
島田市コミュニティバス 笹間渡笹間線 日掛方面行「笹
間渡駅前」 → 「出本」（約20分）

ジョセフィンさんのお気に入り「茶園とささまの山々が織りなす美しい風景」

パルマ・パメラ
【フィリピン】

静岡県くらし・環境部
多文化共生課  
国際交流員

ささま

国際陶芸祭の様
子。多くの外国人
で賑わいます。

食堂「ひなたぼっこ」では、おばあ
ちゃんたちの手作り弁当やそばが楽
しめます。おなかもこころも満足で
きる優しい味でした。

ても自然体な“日本”があるからだと思
います。ささまに移住したジョセフィンさ
んの気持ちがわかった気がしました。
　これからも陶芸祭などを通じて多くの
外国人に、ささまの素晴らしさを知って
ほしいです。　〈文：ハウ・カイシン〉

静岡県くらし・環境部
多文化共生課  
国際交流員

ハウ・カイシン
【シンガポール】

邑内の道脇にあった
休憩スペース。手作
り椅子からは温もり
が感じられました。

里山の「茶の間」
にて。美しい里山や
茶畑に囲まれて飲む
お茶は、また格別！！

フランスの土と日
本の技術を融合させ
たジョセフィンさんの
作品です。海外で一番有
名な浮世絵と富士山
がモチーフになっ
ています。
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147

394

150

御殿場プレミアム
アウトレット

小山町

御殿場市

駿河小山

東名
高速
道路

御
殿
場
線

御
殿
場
線

足柄

御殿場

ファーマーズ
御殿場マックスバリュ

御殿場
萩原店

萩原北

南御殿場

富士岡

足柄SA
足柄スマートIC

御殿場IC

御殿場JCT

246

246

138

469

山中湖小山
線

小山町総合運動公園

道の駅  ふじおやま

あしがら
温泉

富士
スピード
ウェイ

湯船あじさいまつり

あおぞら市

金太郎トマト・

富士山
おばちゃん’s

キムチ

エコファーム
ふじの郷

御殿場バイパス

裾
野
バ
イ
パ
ス

御殿場・小山

駒門PA

（金太郎産湯の里湯船）

（所領）

（上野美農里の会）

❻

❷

（二子湧水の里）

水かけ菜

ごてんば
農家民宿村

❸

❼

❽

❶（西澤水系）

（沼田ロマン
チック街道）

❺

（吉久保日吉の里）

❹

（せせらぎ中清水）

農の駅

背後に富士山がそびえる田園風景
が人気のこの地域では、富士山の
豊富な伏流水によって栽培されて
いる「水かけ菜」が特産品。「水掛
け菜漬」に加工され、ファーマーズ
御殿場や道の駅ふじおやまなどで
販売されています。3月中旬には邑
のあちらこちらで鮮やかな黄色の
花も楽しめます。

富士山の湧水が育む
地域自慢の「水かけ菜」

沼田直売所「農の駅」は、季節の花が美しい
広域農道「ロマンチック街道」沿いにありま
す。地元の間伐材で建てられた直売所は、農
家さんが毎日納品する新鮮でお手頃な農産物
であふれます。人気のフルーツは予約しない
と買えないことも。子之神社までの遊歩道が
整備されているので、散策もおすすめです。

毎日新鮮でお手頃な
地元野菜がいっぱい！

エリア

N

【問合せ】　
西澤水系環境ネットワーク  
☎0550-81-2227（代表：田代眞吾）

御殿場市沼田271　☎0550-78-6473
●時間／9：00～15：00  ●休日／無休
●交通／車：東名高速御殿場ICから約10分
電車：JR御殿場線南御殿場駅から徒歩約20分

「ふじのくに美しく品格のある邑」をエリアごとに案内する
「むらとりっぷ」。今号は御殿場・小山エリアにある“食”や
アクティビティの人気スポットを紹介。一度訪ねてみれば、
きっと新しい邑の魅力と出合えるはず。

❷

❶

富士山を借景にしたひな壇状の田んぼ

オープン時間になる
や、ひっきりなしにお
客さんが訪れます。

農の駅（沼田直売所）

沼田ロマンチック街道

「水掛け菜漬」
は県外からお取
り寄せがあるほ
どの人気商品

水かけ菜

西澤水系

ロマンチック
街道沿いの
看板が目印

まちから少し足を延ばせば、富士山と湧き水
に育まれたニッポンの里が。「ごてんば農家
民宿村」の宿は、農家がその住居を旅行者に
提供する農家民宿。湧水までのウォーキン
グ、産みたての「さくら玉子」を使った朝ご
はん、各種体験などなど、ゆったりとした時
間の中で、里山の魅力を存分に味わえます。

「農家に滞在する」という
新しい邑の楽しみ方

●交通／車：東名高速御殿場ICから約10分
電車：JR御殿場線富士岡駅から徒歩約20分
（ごろり庵：徒歩約15分）
このはな：JR御殿場線御殿場駅から車で約
10分（送迎あり）

「松の葉」の夕
食の一例。か
まどのご飯は
格別！

農家民宿「松の葉」

2つの湧水池の一つ「水神湧水」

富士山を借景にした雛壇状のほ場

ねこふくろう／御殿場市二子339
☎0550-87-0783　●体験／米粉を使っ
た菓子、シフォンケーキ作り（1,100円）等

松の葉／御殿場市二子284-3
☎0550-87-0786　●体験／メンマ作り
（1,100円）、肉の燻製作り（1,650円）等

ごろり庵／御殿場市二子63-7
☎0550-87-1247
●体験／たけのこ堀り（1,100円）※5月

このはな／小山町下小林55-1
☎0550-78-0745
●体験／オリジナル箸作り体験（1,650円）

大ヶ田／御殿場市二子243
☎0550-87-0651　●体験／甘酒作り
（1,100円）、縄編み（1,100円）等

❸
二子湧水の里

ごてんば農家民宿村

足柄ふれあい公園

※料金・時間・休日等は、じゃらん及び楽天トラ
ベルでご確認ください
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❼

❽

金太郎トマトは「エコファームふじの
郷」で栽培されているフルーツトマト
です。富士山麓特有のミネラル分を
多く含んだ赤土の特徴を生かしなが
ら、コンピューターで水や養分を管
理し、トマトに最適な環境で生産され
ています。身の詰まった硬さと、甘み
と酸味が調和した濃厚な味は、まさ
に絶品。

吉久保日吉の里では、毎年7月から8月の土曜
日朝に「あおぞら市」が開催されています。邑
の有志による「日吉会」が遊休農地を利用し
てつくったトウモロコシやサツマイモ、ジャガ
イモを販売するほか、地元の農家の朝採れ野
菜や手作りのじゃがバターなども人気。ぜひ
のぞいてみて。

地元の朝採れ野菜や
手づくり商品が人気の朝市

中清水の名物といえば、地
域の女性がつくる「富士山
おばちゃん’sキムチ」。洗う、
切る、漬ける…すべて手作業
で、手間ひまを惜しまず作られて
いるキムチは、大量生産ではマネのできな
いおいしさ。ネギキムチ、白菜キムチともに、そのまろ
やかな辛さが、子どもからお年寄りまで大好評です。

おばちゃんたち手づくりの
おいしいキムチが人気！

【問合せ】
エコファームふじの郷
駿東郡小山町上野571-１

☎0550-76-1315
●時間／9：00～16：00
●休日／土・日曜
●交通／車：東名高速御殿場IC
から約20分
電車・バス:JR御殿場線御殿
場駅から富士急行上野行き
「上野」下車徒歩３分

【問合せ】中清水報徳婦人俱楽部　御殿場市中清水635‐6
http://w01.tp1.jp/~sr11425924/

【問合せ】吉久保日吉の里
駿東郡小山町吉久保412付近（394号線沿い）

●期間／7～8月の土曜　●時間／9：00～
●交通／車：東名高速足柄スマートICから約10分
電車・バス：JR御殿場線御殿場駅から富士急行駿
河小山行き「佐野川」下車、徒歩2分

毎年6月に開催される
「金太郎産湯の里・湯船
あじさいまつり」。農道
沿いに咲き誇る約3,000
本のアジサイを楽しむた
めに、地域内外から多く
の人が訪れます。夜には
手づくりの竹灯籠、ペッ
トボトルキャンドルによ
るライトアップやホタル
の乱舞による幻想的な景
色が楽しめます。

駿東郡小山町湯船71-1
（湯船区公民館）
☎0550-76-5000（小
山町観光協会）
●時期／毎年6月下旬
●時間／ライトアップは
期間中18：30～約2時間
●交通／車：東名高速御
殿場ICから約20分
電車：JR御殿場線駿河小
山駅から徒歩30分

豊かな里山環境を生かしてつくられた「足柄ふ
れあい公園」は、多目的広場やビオトープ池、
市民農園などがある、地域の人々の憩いと交流
の場です。夏には「富士山金太郎なつまつり」
が行われ、脇を流れる鮎沢川を下る「おやま
DEどんぶらこ」は多くの参加者と応援で盛り
上がります。平成29年度より公園内にバーベ
キューガーデンも設置。豊かな自然に囲まれて
仲間とバーベキューが楽しめます。

里山の雰囲気の中で
遊べる自然公園

【問合せ】小山町役場 経済建設部農林課
駿東郡小山町竹之下2481-2

●交通／車：東名高速足柄スマートICから約5分
電車・バス：JR御殿場線足柄駅から徒歩5分

鮎沢川とJR
御殿場線に
挟まれた自然
豊かな公園

❹

地域の土壌を生かした
こだわりのフルーツトマト

白菜キムチ（大）260ｇ
ネギキムチ（小）130ｇ

あおぞら市では、

日吉会のお母さん

方が大活躍

夜になると手づくりの竹灯
籠による幻想的な景色が。

●エコファームふじの郷
●道の駅「ふじおやま」
●あしがら温泉

販
売
所

●ファーマーズ御殿場（御殿場市茱萸沢５）
●マックスバリュ御殿場萩原店（御殿場市萩原853-1）
●東名高速 駒門PA（下り）「時之栖ファクトリーストア」
●農の駅（沼田直売所）　など

販
売
所

所領

足柄ふれあい公園

あおぞら市

吉久保日吉の里

金太郎トマト
上野美農里の会

この地域独特な赤土の特性を活かし
た土耕での栽培

農道沿いの
アジサイ。
シーズンには
壮観！

❻ 咲き誇るアジサイと
ホタルを愛でに来て

富士山おばちゃん’sキムチ

せせらぎ中清水

トマトの土耕
栽培では珍し
い、広大なハウ
スで栽培され
ています。

湯船あじさいまつり
金太郎産湯の里  湯船

❺

おやまDEどんぶらこ
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SUN MON TUE WED THU FRI SAT

昭和の日

月

月

月

こどもの日 振替休日みどりの日憲法記念日

※ご意見とともに、住所・氏名・電話番
号・年齢をご記載ください。
※頂いたご意見は次号以降で掲載させ
ていただく場合があります。
※個人情報は、連絡のため以外には使
用いたしません。

〒420-8601　
静岡県静岡市葵区追手町9番6号　
静岡県経済産業部農地局農地保全課
FAX 054-221-2809
E-mail : nouchihozen@pref.

shizuoka.lg.jp

西部

中部

東部

伊豆

ビオラ、チューリップ、菜の花の見学を行う。
お花畑まつり

磐田市匂坂上（ヒマワリ農園）
集合：岩田交流センター

※岩田交流センター駐車場、並びに農園近接市道
問岩田故郷の会事務局（青島保一）
☎0538‐38‐0181　●参加料／無料

岩田 色とりどりのチューリップが並ぶ。
スプリングフェア

森町体験の里アクティ森
周智郡森町問詰1115‐1　※無料駐車場あり 
問森町体験の里アクティ森  ☎0538‐85‐0115

天方
3月20日（金・祝）～4月5日（日）

倉真温泉、松葉の滝、粟ヶ岳山頂、松葉城址、百観音な
どを巡るハイキングコースを回遊。こんにゃく亭広場で
産品販売も。※産品販売は12時～14時半

桜と倉真の味 散策会

集合・スタート会場：古民家 こんにゃく亭
掛川市倉真温泉バス停隣り　※駐車場あり 
●参加受付／倉真温泉 真砂館  ☎0537‐28‐0111
問☎0537‐29‐1232（染葉成也）

報徳・温泉・農業の里 倉真
3月22日（日） 8：30～14：00

花桃が見ごろ
花桃まつり

道の駅「花桃の里」 ※無料駐車場あり 
浜松市天竜区大川31‐10　問藤本  ☎053‐923‐2339

花桃の里
3月8日（日）～15日（日）

秋葉ダム周辺に植えられた満開の桜並木の下を走る。

秋葉ダム
さくらマラソン大会

浜松市天竜区龍山町戸倉（秋葉ダム）
問大会事務局（龍山森林文化会館内）  ☎053‐968‐0331

ほっと龍山
3月29日（日）

天竜川沿いの桜並木が満開に。

秋葉ダム周辺の千本桜の見ごろ
浜松市天竜区龍山町戸倉

問天竜区観光協会龍山支部  ☎053‐968‐0360

ほっと龍山
3月下旬～4月上旬

琴・尺八の音色を聴きながら花見

小國神社桜まつり
（花見頃３月下旬～４月上旬）

小國神社 ※無料駐車場・シャトルバスあり

4月5日（日）予定
一の宮の里

湯ノ島温泉祭
地元産の手打ちそばや、野菜、加工食品等の販売

問湯ノ島温泉浴場  ☎054‐291‐2177
湯ノ島温泉浴場

3月29日（日） 
奥藁科・大川

大川地区内10カ所程でそれぞれのこだわりのお茶等を振
る舞う。

問JA静岡市藁科営農経済センター  ☎054‐279‐0772
静岡市大川地区内

奥藁科・大川

桜まつり 徳山区内を散策し、枝垂れ桜
の並木・随所にみられるソメイヨ
シノ他の山里に咲く桜を見学

※徳山コミュニティ防災センター駐車場を利用（無料）
問桜まつり実行委員会  徳山コミュニティ防災センター
徳山区事務所内  ☎0547‐57‐2843

川根本町徳山区内

徳山

4月5日（日）  9:00～

3月下旬～4月上旬  10：00～15：00

大川お茶まつり4月5日(日)  9：30～15：00

夜桜乱舞の団体の方々が音楽に合わせて公園中で踊り、
一般の方も一緒に踊ることができる。地場産品の販売、
つきたて餅のサービス、夜桜ライトアップも実施

静岡市葵区梅ヶ島
問コンヤ温泉観光組合（銘酒館）  ☎090‐9892‐0680

コンヤの里  さくら園

梅ヶ島

梅ヶ島コンヤ温泉春まつり
4月12日（日）  10：00～

4月5日（日） 内房たけのこ・桜まつり

富士宮市内房の新長田橋など
（多会場あり）

問内房里づくりの会（事務：鈴木）  ☎090‐5623‐9599

特産品の「たけのこ」を旬に先がけ販売。
また杵つき草餅の無料振る舞いなど。
特産たけのこは9時から販売、先着順

内房の里

4月4日（土）・5日（日）
第9回富士山すその
パノラマロード
菜の花＆桜まつり

裾野市須山地区「パノラマ遊花の里」
※駐車料金無料
問裾野市パノラマロードを花でいっぱいにする会事務局
（勝又友揮）、 裾野市観光協会事務局（勝又修）
☎055‐995‐1823（農林振興課）
☎055‐992‐5005（裾野市観光協会）

パノラマ遊花の里で菜の花や桜の開花時期にあわせ、
ステージイベントなどを実施する他、飲食ブースを設置

パノラマ遊花の里

～5月5日（火・祝） 農閑期の田んぼを利
用した広大な花畑。
GWには無料の花摘
み体験あり。田んぼをつかった花畑

松崎町那賀地区

問松崎花畑実行委員会（松崎町観光協会内） 
☎0558‐42‐0745

那賀地区

※桜田より道売店横臨時駐車場（有料）

CoCoChi（ここち）の梅林で梅を収穫し、梅ジュースを作
る。ホワイトリカー持参で梅酒もOK

梅ジュースづくり体験

緑の谷のごちそうテラスCoCoChi（ここち）
体験テラス

浜松市西区大久保町1173   問金子  ☎053‐482‐3768
●参加料／大人11歳以上2500円、3～10歳1000円

美竹林と極旨野菜の里
4月5日（日）  11:00～13:00

※駐車場あり

周智郡森町一宮3956‐1　
問小國神社 ☎0538‐89‐7302

静岡市葵区湯ノ島304‐3

雨天の場合
3/28(土)
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恩地町みどり朝市

地域いきいき共生！恩地町環境みどり会

浜松市南区恩地町443  ※駐車場あり
問見野閏一郎  ☎053-426-2888

恩地町公会堂広場

毎月第3日曜日  9:00～9:30

人・自然の暮らしぶりを味わう里山めぐり
オープンハウス  ぷぶふの日

天方地区（案内所：森町体験の里アクティ森）
周智郡森町問詰1115‐1
問森町ツーリズム研究会  ☎0538‐85‐6315

天方
5月16日（土）・17日（日）

静岡県指定天然記念物「渋川つつじ」が見頃。
土日はステージイベントも。

渋川つつじ祭り

つつじ公園周辺
問てんてんゴー渋川  ☎053‐545‐0452

大好き渋川
5月16日（土）～24日（日） 10：00～15：00

5月17日（日） 11：00～13：00

紅花の摘み取りを行
い、後日開催する紅
花の草木染めに参加紅花の摘み取り会

ジャングル農園（集合：岩田交流センター）
磐田市匂坂上 太月庵南  ※岩田交流センター駐車場
問岩田故郷の会事務局（青島保一）
☎0538‐38‐0181　●参加費無料

6月14日（日） 9：00～
岩田

花菖蒲まつり（花見頃６月上旬～７月下旬）
6月上旬～7月下旬（予定） 花菖蒲が見頃

一の宮の里

花の苗や植木の即売会。模擬店や地元生産者の新
鮮野菜市も。

駿東郡清水町伏見52‐17
問清水町都市計画課  ☎055‐981‐8224

清水町総合運動公園

みどりまつり
4月18日（土）・19日（日）

地域内の幼稚園児・子供会対象で田植えを行う。

問中の島地域環境保全活動組織事（務局：岡村）  
☎054‐662‐1391

焼津市 上小杉公園 北側

中の島

露天市（地場産品の販売）、餅つきサービスなど

問黄金の湯  ☎054‐269‐2615
黄金の湯

梅ヶ島

梅ヶ島新田温泉 黄金の湯 新緑まつり
4月19日（日）  10：00～

4月26日(日)
深良用水350
感謝祭実行委員会

裾野市民文化センター
裾野市石脇586  ※駐車料金無料
問深良地区350感謝祭実行委員会事務局（裾野市深
良支所内） ☎055‐992‐0400（裾野市深良支所内）

深良用水通水350周年を記念し、ステージイベントや
屋台の出店、仮装行列などを実施

深良地区

久米田

5月中旬

5月中旬

6月6日（土）

田植え（見学可能）

さつま芋蔓挿し参加者募集中

問方ノ上美農里事務局（平井）  ☎054‐629‐1607　
●参加無料

八王子神社 入口  焼津市方ノ上

方ノ上
6月上旬 さつま芋蔓挿し

奈良本けやき公園きぼうの館周辺
東伊豆町奈良本
問東伊豆町農林水産課整備係  ☎0557‐95‐6305

奈良本

ホタルのことをもっと知ることができる。
ほたるの学校

ホタルの里
浜松市天竜区神沢六郎沢地内
問石打  ☎053‐929‐0636 ●定員／定員20名
●参加料あり（料金未定）

夢未来くんま

※附近に無料駐車場あり

6月上旬～下旬 ゲンジボタルが見られる。

ほたるに会いに行こう
ホタルの里

浜松市天竜区神沢六郎沢地内  ※無料駐車場あり
問石打  ☎053‐929‐0636
●環境整備協賛金／大人200円、小学生100円

夢未来くんま

タケノコの名産地でもある大久保町で、
旬のタケノコ堀り

タケノコ掘り体験

緑の谷のごちそうテラス
CoCoChi（ここち） 体験テラス

浜松市西区大久保町1173　※駐車場あり　
問金子  ☎053‐482‐3768
●参加料／大人11歳以上2,500円、3～10歳1,500円

美竹林と極旨野菜の里

季節野菜、菊花等
生産者直売

国指定重要無形民俗文化財に登録された
十二段舞楽の舞

小國神社 十二段舞楽

小國神社
※無料駐車場あり

4月18日（土）・19日（日）

5月30日（土）～6月11日（木）

一の宮の里

周智郡森町一宮3956‐1　
問小國神社 ☎0538‐89‐7302

小國神社
周智郡森町一宮3956‐1
問小國神社 ☎0538‐89‐7302

開催日時は予定

静岡市葵区梅ヶ島5342‐3

浜石岳をハイキング。頂上で
沖あがり、柑橘類を食べる

問浜石岳を愛する会（望月光雄）  ☎054‐375‐3284

浜石岳
ハイキング参加者は由比駅集合（８時出発）

浜石岳と八千代の桜

浜石岳の日
4月29日（水・祝）  10：00～13：00

浜松市北区引佐町渋川

5月23日（土）・24日（日）
棚田の畦をろうそくで飾り付ける。

石部の灯り

松崎町石部棚田

問松崎町役場企画観光課 ☎0558‐42‐3964

石部赤根田村百笑の里

※棚田展望台駐車場（無料）、旧三浦小学校臨
時駐車場（無料・送迎有り）

問白糸の里（佐藤俊治）  ☎090‐2181‐3962
白糸の里HP　https://shiraitonosato.info/
●参加費／2,000円（昼食付）

平成棚田

平成棚田で農業体験。白糸コシヒカリの手植え・
機械植えを体験できる。植えたお米の予約販
売。詳細は白糸の里ホームページで。

白糸の里

富士宮市原　※平成棚田駐車場（無料）

6月中旬 ホタル鑑賞会

問沼田ロマンチック街道育成会代表：根上孝吉　 
☎090‐7859‐3570　●参加無料

沼田区集会所付近

邑育ちのホタルを鑑賞。菖蒲の花も見頃で周りを舞
うホタルが見られる。

沼田ロマンチック街道

御殿場市沼田191

5月下旬 平成棚田ウォーキング大会

5月下旬

5月下旬

里の朝市

 平成棚田

農産物、農産物加工品、雑貨、惣菜等の販売
地元の女性の有志によるとん汁サービス

奈良本けやき公園
問熱川温泉観光協会 ☎0557‐23‐1505
●会場内フラッシュ撮影禁止

奈良本

ほたる鑑賞会

里山の小さな公園に舞うほた
るの幻想的な光を楽しめる。

白糸の里

※白糸小学校駐車場（無料）
※富士急静岡バスも利用できます。

東伊豆町奈良本

大川竹ヶ沢公園
問東伊豆町観光協会 ☎0557‐95‐0700
●会場内フラッシュ撮影、懐中電灯等の使用禁止

大川

ほたる鑑賞の夕べ
幻想的なほたるの舞で、都会の喧騒を離れ幽玄
なひとときを過ごせる。

賀茂郡東伊豆町大川

※無料駐車場・シャトルバスあり

田植え体験

田植え後の平成棚田6㎞のコースを3時間かけ名
所を観ながら歩く。白糸コシヒカリのおむすびでお
もてなし。詳細は白糸の里ホームページで。

富士宮市原 

問白糸の里（佐藤俊治）　 ☎090‐2181‐3962
白糸の里HP　
https://shiraitonosato.info/
●参加費無料
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Spring

無料

気になるものがあったらぜひ「来て！」 「食べて！」 「見て！」 ください！！
あなたのちょっとしたアクションが、

農山村を盛り上げることにつながります。

https ://www.facebook.com/muradoki/
オフィシャルウェブサイト
http://www.fujinokuni-mura.net

Facebook

ふじのくに美しく品格のある邑づくり
情報発信チーム『邑ドキッ！』美しく品格のある邑 検索「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」連合

www.shizuoka-murasapo.net
しずおか　むらサポ 検索

オフィシャルウェブサイト

Facebook
www.facebook.com/
shizuokamurasapo/

Instagram
www.instagram.
com/murasapo/

来て！食べて！見て！
魅力いっぱいの
農山村を応援しよう
まずは登録！
農山村の旬な情報満載のメルマガが
あなたのもとに届きます！！

◎企業の強みを農山村支援に活かしたい！→ 支援を求める農山村とマッチングします。

◎農山村を応援する法人・団体として「むらサポ」WEBサイトで紹介します。
企業や
大学も

大歓迎！

登録
無料登録はこちらから！

食べ
て！

旬な農産物や

特産品

来て！
イベントや農業体験、
ボランティア活動

見て！
棚田や茶園、花畑など季節の美しい景観
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